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Ⅱ 平成 29 年度事業実績 

１ 家畜伝染病予防事業 

家畜伝染病予防法に基づき、県、市町、開業獣医師、各種畜産団体及び家畜飼養者を含

めた総合的な防疫体制で家畜伝染病の発生予防に努めている。 

 主な業務内容は、家畜伝染病及び家畜伝染性疾病の発生予防（発生予察を含む）とまん

延防止のための検診、検査、病性鑑定、各種疾病の抗体検査及び家畜飼養者に対する衛生

指導等である。 

 なお、家畜の伝染性疾病発生予防の措置については、家畜飼養者等の自主的団体である

管内市町の家畜自衛防疫団体と連携して推進している。 

 

（1） 主な予防事業の内容 

ア 牛のブルセラ病・結核病・ヨーネ病検査 

  本病の発生予防と清浄化、更に消費者への安全な牛乳の供給を目的として、5 年

に 1度、乳用牛及び肉用繁殖牛（ヨーネのみ）を対象として検査を実施 

イ 伝達性海綿状脳症検査(牛) 

本病の清浄性を確認するため、48か月齢以上の死亡牛を対象に検査を実施（検体

採取は県北家畜保健衛生所が実施） 

  ウ 放牧牛衛生検査 

    管内公共牧場に放牧された牛について、疾病による損耗を防止するため定期的に

衛生検査を実施 

  エ 放牧予定牛衛生検査 

    公共牧場への疾病の侵入を防止するため、入牧前の牛について、各種疾病の検査

を実施 

オ 豚コレラ検査 

本病の発生を予察するため、「豚コレラに関する特定家畜伝染病防疫指針」に基づ

く検査を実施 

カ オーエスキー病検査 

本病の清浄性を確認するため、農場及びと畜場において検査を実施 

キ 高病原性鳥インフルエンザ及び低病原性鳥インフルエンザ検査 

本病の発生を予察するため、家きん（鶏、あひる、うずら、きじ、ほろほろ鳥、

七面鳥又はだちょう）を 100 羽以上飼養する農場を対象として検査を実施 

 

ク 家きんサルモネラ感染症（ひな白痢に限る。）検査 

  本病の摘発のため、種鶏場で飼養されている 9 週齢以上の鶏を対象として、鶏舎

又はロット当たり感染率 5％以上の場合に信頼度 95％で抗体検査が可能な羽数（最

大 59 羽）の検査を実施 
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ケ 腐蛆病検査 

本病の摘発のため、養蜂業者や園芸ハウス用の蜂群を対象として検査を実施 

 

コ 馬伝染性貧血検査 

本病の清浄性を確認するため、5 年に 1 度、乗用馬、繁殖馬及び競走馬等を対象

として検査を実施 

 

サ 輸入家畜の着地検査 

輸入家畜による監視伝染病の侵入防止のため、動物検疫所による輸入検疫終了後

の家畜の飼養地において、3か月間、月一回の臨床検査等を実施 

 

その他、家畜伝染病等の発生予防やまん延防止を図るため、各種疾病の検査及び不明

疾病に対する病性鑑定等を実施。 

 

（2）各家畜伝染病等検査成績 

ア 検診・検査       

畜

種 

事業名 実績 

検査結果 

備考 
－ ± ＋ 

牛 

ブルセラ病 
1,960 1,960 0 0 告示 

38 38 0 0 告示外 

結核病 
1,960 1,960 0 0 告示 

38 38 0 0 告示外 

ヨーネ病 
2,737 2,737 0 0 告示 

5,536 5,531 0 5 告示外 

伝達性海綿状脳症 42 42 0 0   

豚 

豚コレラ 250 250 0 0  

オーエスキー病 
農場 691 691 0 0 

 
と場 432 432 0 0 

 

鶏 

高病原性鳥インフルエンザ及び 

低病原性鳥インフルエンザ 
530 530 0 0 告示 

家きんサルモネラ感染症（種鶏） 708 708 0 0 告示  

馬 馬伝染性貧血 48 48 0 0 告示 

蜜
蜂 

腐蛆病 
3,672 3,672 0 0 告示 

266 266 0 0 告示外 

着地検査（輸入家畜） 65 65 0 0 
豚 2、乳牛 52 

馬 3、羊 8 
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（参考）家畜伝染病予防法第５条に基づく検査の詳細 

 

 （ｱ）乳用繁殖牛のブルセラ病・結核病・ヨーネ病検査 

市町名 宇都宮市 上三川町 日光市 真岡市 茂木町

検査戸数 2 4 8 13 1

検査頭数 134 84 364 454 7

市町名 矢板市 さくら市 塩谷町 高根沢町 計

検査戸数 5 1 3 4 41

検査頭数 190 119 155 109 1,616

結果 全頭陰性  
 

（ｲ）肉用繁殖牛のヨーネ病検査 

市町名 宇都宮市 上三川町 日光市 真岡市 茂木町 矢板市 計

検査戸数 2 4 7 4 3 27 47

検査頭数 11 149 163 54 10 316 703

結果 全頭陰性  

 

 （ｳ）種畜（種雄牛）のブルセラ病・結核病・ヨーネ病検査 

市町名 日光市 さくら市 計

検査戸数 1 1 2

検査頭数 1 1 2

結果 全頭陰性  
 
 （ｴ）放牧予定牛のブルセラ病・結核病・ヨーネ病検査     （）内は管外からの入牧牛 

市町名 宇都宮市 上三川町 鹿沼市 日光市 真岡市

検査戸数 5 1 10 6 13

検査頭数 38 7 70 59 73

市町名 茂木町 市貝町 さくら市 高根沢町 計

検査戸数 1 1 2 1(26) 40(26)

検査頭数 12 8 9 1(141) 277(141)

結果 全頭陰性  
 
 （ｵ）牛流行熱等抗体調査 

市町名 宇都宮市 鹿沼市 真岡市 芳賀町 塩谷町 計

検査戸数 3 1 1 1 2 8

検査頭数 9 4 2 6 7 28

結果 各疾病とも流行は認められなかった。  
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 （ｶ）家きんサルモネラ感染症検査                 （）内は延べ戸数 

市町名 鹿沼市 茂木町 市貝町 矢板市 さくら市 計

検査戸数 1 1 3 1 1(5) 7(11)

検査羽数 59 59 177 59 354 708

結果 全羽陰性  
 
 （ｷ）高病原性鳥インフルエンザモニタリング検査（定点モニタリング）（）内は延べ戸数 

市町名 鹿沼市 日光市 高根沢町 計

検査戸数 1(12) 1(12) 1(12) 3(36)

検査羽数 120 120 120 360

結果 全羽陰性  
 

（ｸ）高病原性鳥インフルエンザモニタリング検査（強化モニタリング） 

市町名 宇都宮市 鹿沼市 真岡市 益子町 茂木町

検査戸数 2 4 2 1 2

検査羽数 20 40 20 10 20

市町名 芳賀町 矢板市 さくら市 高根沢町 計

検査戸数 3 1 1 1 17

検査羽数 30 10 10 10 170

結果 全羽陰性
 

 

（ｹ）腐蛆病検査 

市町名 宇都宮市 上三川町 鹿沼市 日光市 真岡市 益子町 茂木町

検査戸数 21 5 6 8 11 5 9

検査群数 224 37 647 104 936 456 52

市町名 市貝町 芳賀町 矢板市 さくら市 塩谷町

検査戸数 3 2 6 7 5

検査群数 14 25 125 622 430

結果

計

88

3,672

全群陰性
 

 
（ｺ）馬伝染性貧血検査 

市町名 宇都宮市 上三川町 真岡市 益子町 矢板市 高根沢町 計

検査戸数 1 1 2 1 2 1 8

検査頭数 1 18 12 1 13 3 48

結果 全頭陰性  
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イ 各種抗体等検査            

畜
種 

調査疾病名 
調査 

頭羽数 
結果 （抗体価） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

牛 

牛流行熱等抗体検査 
  6 月 8 月 9 月 11 月 

  ＜2 ≧2 ＜2 ≧2 ＜2 ≧2 ＜2 ≧2 

 アカバネ病 28 26  2 26 1 27 0 25 0 

 牛流行熱 28 28 0 27 0 27 0 25 0 

 イバラキ病 28 28 0 27 0 27 0 25 0 

 チュウザン病 28 28 0 27 0 27 0 25 0 

 ｱｲﾉｳｲﾙｽ感染症 28 28 0 27 0 27 0 25 0 

牛白血病 2,260 
＋ － 

827 1,433 

牛肺虫症 150 
＋ － 

0 150 

ピロプラズマ病 1,034 
＋ － 

31 1,003 

豚 

豚繁殖・呼吸障害 

症候群 
599 

＋ － 

     270 329 

豚流行性下痢 

（PED） 
74 

＋ － 

28 46 

鶏 

ニューカッスル病 300 
＜4 4 8 16 32 64 128 ≧256 

0 0 0 2 23 23 34 218 

マイコプラズマ病 

（Mg） 
610 

＋ ± － 

527 1 82 

マイコプラズマ病 

（Ms） 
610 

＋ ± － 

529 1 80 
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（3）放牧牛衛生検査 

  公共育成牧場に放牧された牛について、定期的に衛生検査（臨床検査、血液検査、寄

生虫検査、牛体消毒等）を実施した。 

 

○ 乳用牛  

牧場名 所在地 
草地面積 

(ha) 

放牧頭数 

（頭） 

放牧期間 

(日) 

検査回数 

（回） 
備 考 

霧降高原 日光市 61       休止中 

前日光 鹿沼市 47 25   122 8  
 

大笹原 日光市 306 125 周年預託 6  
 

小 林 日光市 22 50   181 9  
 

豊月平 塩谷町 33 28  178 11  
 

土上平 塩谷町 119 121   199 10  
 

 

 

 

○ 肉用牛 

      

牧場名 所在地 
草地面積 

(ha) 

放牧頭数 

（頭） 

放牧期間 

(日) 

検査回数 

（回） 
備 考 

横川牧場 日光市 49 46 132 5   

鶏頂高原 日光市 33   -   休止中 

三 沢 原 日光市 10   -   休止中 

上 栗 山 日光市 60 17  150 2  

土 呂 部 日光市 19 
 

- 
 

休止中 

八方ヶ原 矢板市 104 68  150 4   

上  沢 塩谷町 21 44  219 4   

川  村 塩谷町 11 46  212 4   
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（4）病性鑑定 

 

ア 市町別病性鑑定実施状況（件数）       

市 町 名 乳用牛 肉用牛 馬 豚 鶏 その他 計 

宇都宮市 4 2  2 1 2 11 

上三川町  7     7 

鹿沼市 1 2     3 

日光市 5   4     9 

真岡市 3 3     6 

益子町 2    1  3 

茂木町       0 

市貝町 5      5 

芳賀町     1  1 

矢板市 1 3     4 

塩谷町 1 1    1 3 

さくら市 2 6  1 2  11 

高根沢町 11   1   12 

合  計 35 24 0 8 5 3 75 

 

イ 原因別・疾病別病性鑑定実施状況（件数）   

疾病名 乳用牛 肉用牛 馬 豚 鶏 その他 計 

ウイルス感染症  1  1 1  3 

細菌感染症 12 3   4   19 

寄生虫病 3     3  6 

代謝障害 7  9     16 

外傷不慮       0 

その他 13  11    3 1 3 31 

計 35 24 0 8 5 3 75 

  

ウ 主な診断結果 

  【ウイルス性感染症】牛白血病（1件）、豚流行性下痢（1件）、マレック病（1件） 

  【細 菌 性 感 染 症】ヨーネ病（5件）、牛呼吸器病症候群（3件）、牛パスツレラ症 

（2件）、牛サルモネラ症（1件）、牛膀胱炎・腹膜炎（1件）、 

豚赤痢（2件）、豚サルモネラ症（1件）、豚大腸菌症（1件） 

  【寄  生  虫  病】牛コクシジウム病（1件）、ピロプラズマ病（1件）、鶏コクシ 

ジウム病（2件）、ヒストモナス病（1件） 
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（5）家畜自衛防疫指導 

家畜飼養者自らによる家畜防疫意識の啓発・向上のため、家畜自衛防疫団体に対し指

導、研修会を行った。 

対象 開催回数 市町 内容 

自衛防疫 

団体 
3  

宇都宮市、鹿沼市 

矢板市 

口蹄疫及び高病原性鳥インフルエン

ザの防疫対策について、総会に併せて

研修会を行った。 

 

 

（6）伝達性海綿状脳症（TSE）サーベイランス検査 

畜 種 検査頭数 検査成績 

めん羊・山羊 37 全頭陰性 

 

 

（7）報告徴求 

高病原性鳥インフルエンザ及び低病原性鳥インフルエンザ（以下「本病」）発生予防の

ため、家畜伝染病予防法第 52 条に基づき、毎月一回、以下の内容で死亡羽数等飼養状況

の報告を求めた。 

対象 内容 

鶏、あひる、うずら、きじ、だちょう、ほ

ろほろ鳥及び七面鳥を 100 羽以上（だちょ

うは 10羽以上）飼養している農場 

各週の飼養羽数、死亡羽数、産卵率の推

移並びに本病の可能性を否定できないよ

うな状況の有無の確認 

その他、本病の可能性を否定できない事態が生じた場合には、直ちにその旨を家畜保

健衛生所に報告すること。 

 


